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令和６年度 

「交通信号設計士」 

学科試験問題 

【注 意 事 項】 

１ 終了予定時刻は１５時２０分です。（１時間３０分） 

２ 開始３０分以降に退出可能ですが、実務試験まで、再入場はできません。 

３ 実務試験受験の方は､事前説明開始の１５時３５分までに入場してください。 

４ 五肢択一式です。答えを１つ選択してマークシートに記入してください。 

５ 問１～問２５まで、すべてを解答してください。 

６ 解答は、黒の鉛筆又はシャープペンシルで記入してください。 
７ ページ数は、表紙及び白紙を含めて１２ページです。 

８ 退出の時は、問題用紙及びマークシートを提出してください。 

９ マークシート記入上の注意 

 (１) 受験番号（数字９桁）を左詰めで記入してください。 

(２) 受験番号の各数字を、マークしてください。 

(３) 受験会場を、氏名下の枠内に記入してください。 

 

試験会場 受験番号 氏  名 
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問１ 公共工事における入札方式で、「不特定多数の企業の中から定められたテーマ

の企画書・提案書などを提供してもらい、最適な提案をおこなった企業を選定して

契約する方式」はどれか。 

 

①  随意契約 

②  指名競争入札 

③  総合評価落札方式 

④  一般競争入札 

⑤  プロポーザル方式 

 

 

問２ 車両制限令は、車両についての制限を規定しているが、次の（ ）に入るも

のはどれか。 
車両制限令は車両についての制限を規定している。車両の大きさ等は、幅（Ａ）ｍ、 

長さ（Ｂ）ｍ、最小回転半径（Ｃ）ｍ 以下であること。 

 

     （Ａ）  （Ｂ）  （Ｃ） 

①   ２.５   １０   １２ 

②   ２.５   １２   １２ 

③   ２.５   １２   １０ 

④   ２.８   １０   １２ 

⑤   ２.８   １２   １０ 

 

 
問３ 信号工事設計において提出する書類に関するもので誤りはどれか。 

 

①   設計工事図面 
②   道路使用許可書 
③   道路占用協議申請書 
④   工事材料書 
⑤   設計協議写真 

 
 
 
 
 
 
 



- 4 - 

問４ 信号灯器、押ボタン、感知器の必要十分な芯数で誤っているのはどれか。 
 

①  ３位式車両用信号灯器 ４芯 
②   車両感知器（１波）       ５芯 

③  押ボタン（１２Ｖ）Ⅰ  ４芯 

④   押ボタン（１００Ｖ） ４芯 
⑤   押ボタン（１２Ｖ）Ⅱ  ５芯 

 

 

問５ 信号の意味に関する記述で誤りはどれか。 

 

① 青色の灯火：歩行者は進行することができること。自動車等は直進し、左折 
し、又は右折することができること。 

② 黃色の灯火：歩行者は道路の横断を始めてはならず、道路を横断している歩 
行者はすみやかにその横断を終えるか、又は横断をやめて引き返さなければな 
らない。車両等は、停止線をこえて進行してはならないこと。ただし、黄色の 
灯火の信号が表示された時において当該停止位置に近接しているため、安全に 
停止することができない場合を除く。 

③ 赤色の灯火：歩行者は道路を横断してはならないこと。車両等は停止位置を 
越えてはならないこと。 

④ 黃色の灯火の点滅：歩行者及び車両等は他の交通に注意して進行することが 
できること 

 ⑤ 赤色の灯火の点滅：歩行者及び車両等は、停止位置において一時停止しなけ 
ればならないこと。 

 
 
問６ 交通信号工事施工ハンドブックで示されている交通信号制御（地点制御）の 
動作確認手順の順番はどれか。 

 
（Ａ）     （Ｂ）     （Ｃ） 

①   Ｇ－Ｇ動作確認 閃光動作確認  灯色の確認 

②  灯色の確認   Ｇ－Ｇ動作確認 閃光動作確認 

③  灯色の確認   閃光動作確認  Ｇ－Ｇ動作確認 

④  閃光動作確認  Ｇ－Ｇ動作確認 灯色の確認 

⑤  閃光動作確認  灯色の確認   Ｇ－Ｇ動作確認 

 
 
 

電源投⼊時動作確認
↓

⼿動動作確認
↓

（Ａ）
↓

（B）
↓

（Ｃ）
↓

多段動作確認
↓

保安動作確認
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問７ 右折矢印信号現示による制御に関する運用指針で正しいものはどれか。 
 

①       ②      ③        ④        ⑤ 

 

 

 

問８ 交通信号工事施工ハンドブックで示されている立上りケーブル線番表での 

１２Ｃ用はどれか。 

 

①          ②        ③        ④        ⑤ 

 
 
 
問９ 高所作業車を使用して信号灯器を信号柱に設置し、端子箱にケーブルを接続

する作業において不要な資格はどれか。 

 
①   第二種電気工事士 
②   移動式クレーン運転士 
③   高所作業車運転 
④   ２級電気工事施工管理技士 
⑤   玉掛け作業者 

左直 ⻩ 全⾚ 右⽮ ⻩ 全⾚ 左直 ⻩ 右⽮ ⻩ 全⾚ 左直 ⻩ 全⾚ 右⽮ 全⾚ 左直 ⻩ 全⾚ 右⽮ 全⾚ ⻩ 全⾚ ⻩ 右⽮ 全⾚⻘

線番 種別 線番 種別 線番 種別 線番 種別 線番 種別
1 コモン 1 1G 1 コモン 1 1PG 1 コモン
2 1PG 2 1Y 2 1G 2 1PR 2 1G
3 1PR 3 1R 3 1Y 3 1G 3 1Y
4 1G 4 1PG 4 1R 4 1Y 4 1R
5 1Y 5 1PR 5 1PG 5 1R 5 2G
6 1R 6 コモン 6 1PR 6 コモン 6 2Y
7 コモン 7 2G 7 コモン 7 2PG 7 2R
8 2PG 8 2Y 8 2G 8 2PR 8 コモン
9 2PR 9 2R 9 2Y 9 2G 9 1PG
10 2G 10 2PG 10 2R 10 2Y 10 1PR
11 2Y 11 2PR 11 2PG 11 2R 11 2PG
12 2R 12 コモン 12 2PR 12 コモン 12 2PR

12C 12C 12C 12C 12C
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問１０ 規制標識で、道路管理者が設置できるものはどれか。 

 

①  一時停止 

②  駐車禁止 

③  高さ制限 

④  転回禁止 

⑤  大型貨物自動車等通行止め 

 

 

問１１ 超音波車両感知器の機能及び性能で誤っているのはどれか。 

 
①   軽自動車以上の車両を検出 
②  道路の通行車線の真上に取り付けた送受器から超音波を発射 
③   速度１００ｋｍ/ｈ以下で走行する車両を検出 
④  感知領域は１．２ｍ及び０．７５ｍの 2種類 

⑤  車両の通過台数及び占有時間を計測 

 
 
問１２ 交通信号機器の一般的な設計条件として誤っているのはどれか。 
 

①  温度（－２０～＋５０℃）、湿度（４０～９０％）で動作すること 

②   衝撃、振動及び防雨の試験条件を満足すること 

③  入力電源（ＡＣ９０～１１０Ｖ、５０～６０Ｈｚ発動発電機を含む）で動作 
すること 

④   入力電源への過渡電圧印加又は入力電源の遮断で誤動作しないこと 
⑤  雷及び静電気を印加しても誤動作しないこと 

 
 
問１３ 飽和交通流率の基本値において、右折車線、車線幅員３．０ｍで他の影響

を考慮しない場合、一般に用いられる青時間１時間の飽和交通流率（ＰＣＵ）はど

れか。 

 
①  ２０００台 
②  １９００台 
③  １８００台 
④  １６００台 
⑤  １５００台 
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問１４ 図に示すマニフェストの流れ図において、マニフェスト票の取り扱いで誤

っているのはどれか。 

 
①   Ａ 票：排出事業者の控え 
②   Ｂ１票：収集運搬業者の控え 

③   Ｃ１票：処理業者の保管用 

④   Ｄ 票：処分終了を確認 
⑤   Ｅ 票：最終処分を確認 

 
 
問１５ 信号灯器が青→黄→赤、そして次の青と一巡する時間は「サイクル」で、 

サイクル長は、交差点の需要率及びクリアランス時間に基づいて決められる。最小 

サイクル長の算出式についてＡ,Ｂ欄に該当するものはどれか。 

Ｌ：損失時間（黄表示及び全赤時間の総和） 

λ：各現示の需要率総和＝交通需要/飽和交通流率 

 

                （Ａ） 

     最小サイクル長＝ 

              １－ （Ｂ） 

 
    （Ａ）      （Ｂ） 
①  １．５Ｌ     λ 
② １．５Ｌ     １／λ 
③  １．５Ｌ＋５   λ 
④  Ｌ        λ 
⑤  Ｌ        １／λ 

 
 
 
 

  （B1,C2）
廃棄物の流れ

         B1〜Ｅ   C1〜E ﾏﾆﾌｪｽﾄ票の流れ
 Ｂ2   C2   （ ）内は保管するﾏﾆﾌｪｽﾄ票

 （Ａ,Ｂ2,Ｄ,Ｅ）     Ｄ,Ｅ    （Ｃ1）

収集運搬業者

中間処理業者排出事業者
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問１６ 新交通管理システム（ＵＴＭＳ）に該当しないものはどれか。 

 

①  緊急通報システム 

②  交通情報提供システム 

③  交通公害低減システム 

④  交通事故注意喚起情報システム 

⑤  歩行者等支援情報通信システム 

 
 
問１７ サイクル算出に関する記述で正しいものはどれか。 

 

①  最小サイクルはランダム交通量に対応したもので示されている。 
②   黄色信号はその前半は信号無視されるので損失時間には含まない。 
③   サイクル長は交通量に依存しない。 
④   サイクル長は短いほど時間当たりのサイクル数が増加するので処理交通量が 
増加する。 

⑤ サイクル長は損失時間に比例する。 

 
 

問１８ 信号制御方式に関する記述として、誤っているものはどれか。 

 

①  多段制御とは、時間帯別及び曜日別の交通量に応じた最適な青時間をパタン 
として設定しておき、交通信号制御機に内蔵されている時計により自動的に選 
択する制御 

②  押ボタン制御とは、主道路側の車両信号を常時青とし、道路を横断する歩行 
者が押ボタンを押したときだけ車両信号を赤にし、歩行者用信号を青にする制 
御 

③  ジレンマ制御とは、黄信号表示時に交差点に進入する事故防止を図るため、 
速度計速感知器によって黄信号で交差点を通過するか停止する領域内における 
車両を検知し、青信号の延長を行う制御 

④  連動制御とは、親機と呼ばれる交通信号制御機から送られる指令信号を子機 

となる交通信号制御機が受信して、子機を親機に同期されるもので、指令信号 

には、直流方式と交流方式の２種類がある。 

⑤  広域制御とは、幹線道路及び中小の道路が交差する場所において、面全体の 
交差点を交通状況の近似したサブエリアというグループに分け、各サブエリア 
ごとの交通状況に応じて信号制御パタンを決定し、隣接するサブエリアの信号 
制御パタンが近似した場合にそれぞれのサブエリアを結合させるなどの制御 
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問１９ 警察庁、総務省及び国土交通省が連携をして推進する IT 事業として、交通

情報を３つのメディアを通じてカーナビゲーションなど車載器に提供するシステム

について、次の図の空欄Ａ～Ｄに該当するものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＪＡＲＴＩＣ：日本道路交通情報センター 

ＶＩＣＳ   ：道路交通情報通信システムセンター 

 

（Ａ）      （Ｂ）     （Ｃ）     （Ｄ） 

①  総務省      ＶＩＣＳ    電波ビーコン  光ビーコン 

②  総務省      ＪＡＲＴＩＣ    光ビーコン    電波ビーコン 

③  ＪＡＲＴＩＣ   ＶＩＣＳ    電波ビーコン  光ビーコン 
④  ＪＡＲＴＩＣ   ＶＩＣＳ    光ビーコン   電波ビーコン 
⑤  ＩＴＳジャパン  ＪＡＲＴＩＣ  電波ビーコン  光ビーコン 

 

 

問２０ 図に示す２交差点においてＡ交差点をＢ交差点に向けて、青信号の始まり

に時速４０ｋｍで走行し、Ｂ交差点到達時に信号が青に変わった。 

サイクル長１２０秒の場合ＡＢ間のオフセットはどれか。 

 

①  １３％ 

②  １８％ 

③  ２３％ 

④  ２８％ 

⑤  ３５％ 

 

 

 
 

    道路交通情報

（C） （D） FM多重

都道府県警察 道路管理者（Ａ）

（B）

主に⾼速道路
上に設置

主に⼀般道路
上に設置

広いエリアの
道路交通情報

300m

   A    B
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問２１ 下図の標準２現示の交差点において、各流入部の需要率は下図のとおりの

場合で、サイクル長６０秒、各現示の損失時間が６秒の場合、各現示の青時間で適

切なものはどれか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     現示１  現示２ 
①  ２４秒  １２秒 
②  ３０秒  １４秒 
③  ３２秒  １６秒 

④  ３４秒  １４秒 

⑤  ４０秒  ２０秒 

 
 
問２２ 道路管理者が管理する道路において新築及び改築後においては、管理者が

必要と認めたとき以外に掘削ができない期間はどれか。 

 
①  高級舗装 １０年、中級舗装 ５年、簡易舗装 ３年 

②  高級舗装  ７年、中級舗装 ５年、簡易舗装 ２年 

③  高級舗装  ５年、中級舗装 ４年、簡易舗装 ２年 

④  高級舗装  ５年、中級舗装 ３年、簡易舗装 １年 

⑤  高級舗装  ３年、中級舗装 ２年、簡易舗装 １年 

 

 

 

 

 

 

 

 

         0.2

現⽰1
0.4

0.3
現⽰2

  0.2
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問２３ 低圧架空引き込み線の高さで、道路（車道と歩道の区別がある道路にあっ

ては、車道）を横断する場合は、路面上（ Ａ ）ｍ（技術上やむを得ない場合に

おいて交通に支障のないときは（ Ｂ ）ｍ）以上。Ａ、Ｂにあてはまるものはど

れか。 

 
     （Ａ）  （Ｂ） 
① ５．５     ４．５ 
② ５．０  ４．５ 
③ ５．０  ４．０ 
④ ５．０  ３．０ 
⑤ ４．５  ２．５ 

 
 
問２４ 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る信号機等に関する基準を

定める規則において、該当していないものはどれか。 

 

① 人の形の記号を有する青色の灯火の信号に従って道路を横断し、又は横断し 
ている視覚障害者に対し、歩行者用信号の表示を開始したこと又は当該表示を 
継続していることを伝達するための音響を発することができるもの 

② 歩行者用青信号の表示を開始した時に当該信号に従って道路の横断を始めた 
高齢者、障害者等がその横断を終わるため通常必要と認められる時間内に人の 
形の記号を有する赤色の灯火の信号の表示を開始しないもの 

③ 歩行者用青信号が表示された時において当該表示が終了するまでの時間を表 
示できるもの 

④ 歩行者用信号及び車両用信号の表示部はＬＥＤを光源とするもの 

⑤ 交差点において他の信号機と一体的に交通整理を行うことができる信号機で 
あって、歩行者等が道路を横断できる場合において車両又は路面電車が当該道 
路を通行することができることとなる信号を表示しないこととなるもの 
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問２５ 道路交通法、道路交通法施行令、道路交通法施行規則及び道路標識、区画

線及び道路標示に関する命令の規定に基づいて道路標識等の設置を行う場合に必要

な一般的基準を定めているものはどれか。 

 

① 道路交通施設基準 

② 交通規制基準 

③ 標識標示基準 

④ 標識標示設置基準 

⑤ 交通安全施設基準 
 

以下余白 


